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技術士　第二次試験　模擬答案用紙

Ⅰ-15 土木工事の原価管理について、以下の問いに答えよ。
(1) 出来高について概説し、出来高調書の果たす役割について述べよ。
(2) 購入砂を使った埋め戻しについて当月の出来高調　書を作成したところ、契約上の出来高が支払累計で　30％となった。しかし現地を調査したところ実際の　出来形は20％であることが判明した。

　ア）あなたが現場責任者であるとして、この差を　　　生じた要因として考えられるものを３つ以上あ　　　げ、それぞれを未然に防止する方策について述　　　べよ。
　　イ）工事を当初の実行計画通りに完了させるための方策について述べよ。
１．はじめに
近年の少子高齢化や経済社会情勢の変化にあって、建設産業はより一層健全な経営基盤の確立と発展向上を図らなければならない。市場の厳しい現状をふまえ仕事の改革、意識の改革をしていかなければ建設産業の未来は見えてこなく、とりわけ工事の原価低減にむけて発注者・受注者が共通認識を享受し、各々の役割の基で真剣に取り組まなければならない。土木工事の多種多様な条件に適応した技術を駆使し、常に最善の工夫・改善・新技術の採用等が求められるものであり工事の施工にあたっては、その事前計画すなわち施工計画・実行予算が重要な役割となる。

２－(1) 出来高の概説と出来高調書の作成

　①出来高の概説

　　工事原価管理の施工中に行う管理は、次の３つに

　整理される。

　　a.調達管理

　　b.支払管理

　　c.収支管理

　　出来高の査定・出来高調書の作成は支払管理の中　で行われる作業である。

　　出来高とは、当該工事の当月までに完了した工事量の竣工までに係る工事量における割合である。

　　出来高調書とは、この出来高を算出する上で、行われた計算の過程を記録したのもである。

　②出来高調書の果たす役割

　　施工の開始に伴い、次々と調達が行われ、支払いが発生してくる。出来高調書はこのときの下請け等への支払額を決定するうえで、その根拠となるものである。

　　また、予定出来高と実際の出来高を比較し、予定と実積が大きく異なった方向に進むことが予想される場合、作業計画・調達を見直し改善する必要がある。出来高調書は工事の進捗状況を確認するための根拠となるものである。

２－(2) 購入砂を使った埋戻しについて

　ア）この差の発生した要因と防止する方策

　　a.発生した要因

　　①設計図書と工事現場の状態の不一致

　　　設計と現場の状態の不一致により、予定数量と実際の数量とに差異が生じ、それが原因での工事の遅延。

　　②使用した労務、機械、資材等の不適合

　　　埋戻し作業を行う上で、現場条件に対し、労務

　　機械、資材等の不適合による工事の遅延。

　　③手待ち、手直し工事による要因

　　　作業手順等の作業工程上の不備、計画の不適合等により手待ち、手直し工事等による工事の進捗の遅延。

　　b.防止する方策

　　①設計図書と工事現場の状態の不一致

　　　施工計画の立案は、工事着手前、設計の照査、工事内容の確認、工事関連諸状況等を把握して、綿密な計画を立てる必要がある。設計と工事現場との不一致が発見されれば、速やかに発注者と協議を行う必要がある。

　　②使用した労務、機械、資材等の不適合

　　　工事を円滑に運営するには、綿密な施工計画に基づく労務・資材・機械等の詳細な計画が明確になっていなければ成らない。使用する労務・機械

等の能力、施工箇所の諸状況をしっかりと認識し綿密な計画を立てる必要がある。

③手待ち、手直し工事による要因

　効率的に工事を行うには、ムリ・ムダ・ムラを

排除する必要がある。施工の手順等、予定工程の

設定は、進めるべき順序等やそれぞれの能力をしっかりと把握し綿密に計画する必要がある。

　イ）実行計画通りに完了させるための方策

　　　予定出来高と実積出来高を対比し、正確に現状　　を把握し、その原因を速やかに発見する。原因が　　特定できたら、使用する労務・機械等の能力を正　　確に把握し、それらの変更、追加等の最適化をは　　かり、施工速度を上げる対策を講じる。また、場　　合によっては設計変更等の工期延長について協議　　する必要がある。　　　　　　　　　　―以上―
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